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2 Wa－10 家庭における電力消費量の実態と省エネルギー

桐生短大　○杉原　保幸　　東京電力　西岡　優

住　　居

(目的)地球環境の保全が緊急の課題である現在、生活の場での省エネルギーも重要であ

る。　しかるに、一般家庭の電力消費量の推移をみると19 8 7年以降、急激に増加してい

る。　これには、家庭へのヒートポンプの普及等も影響していると考えられる。エネルギー

計測上、家庭での計測が比較的容易である電力消費量を計測することで、家庭でのエネル

ギー使用の実態の一面を把握し、実験室での家電製品による計測実験と合わせて家庭での

省エネルギーの在｡り方を検討する。

(方法)年間の一戸当たり電力消費量は、各家庭の家族数や生活様式、空調システムの差異

でかなりバラツ牛がみられる。　９世帯の家庭を例に説明すると、A, Iの２世帯は、現況

平均値の２倍程度の消費量となる。　この例は、いずれも在宅型の生活パターンであり､-'し

かも、在宅介護の家庭であった。　また、Ｅの世帯は、不在型ながら冷暖房負荷を全室ヒー

トポンプで賄うためヽ在宅型並の電力な使用されている。

　本報告では、A, I , E宅の電力消費量を時刻別に中間期、冬期の一週間にわたり測定

することで、電力需要の動態を明らかにし、省エネルギーのために､‘既存の家電機器の実

験結果と合わせて検討する。

(結果)(1)家庭の電力消費の時刻別変動は、調査対象家庭で、在宅介護のＡ宅、そしてＩ

宅、Ｅ宅の順に負荷変動が大きくなる。(2)在宅人数によって、電力負荷は大きく左右さ

れ、在宅者によって使用される家電製品の稼働状況で時刻別変動が決定付けられる。(3)

家庭内で稼働する家電製品の定格電力と実際の電力消費との実験的関連付けによって、上

記(2)の解釈が適切になされ、(1)で見た、生活様式の異なる家庭での省エネルギーのあり

方を個別に検討することを可能とする。
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2Wp-1 住まいの適切な手入れに関する研究（第9報）
一水成分由来の浴室の汚れについて一一一
花王生活科学研　○杉田　満　重弘　文子　中川　雄之介

　【目的】浴室の手入れに関して花王に寄せられる消費者相談の内容をみると、浴槽や床面
等に固着したいわゆる「水垢汚れ」が除去困難な汚れとして消費者に認識されていること
が分かった。この汚れについてその成分の確認を行うとともに、有効な手入れ方法につい
て検討した。
　【方法】（1）東京都内／近郊を中心に54家庭で、浴室において除去困難な汚れの有無に
ついてアンケート調査を行った。また各家庭の水質の分析を行った。（２）実際に使用さ
れている８家庭の浴室床面にタイルを設置し15日使用ごとに表面の付着物のEPMAによる元
素分析を行った。（３）カルシウム硬度及びケイ酸濃度を調整した水を各種材質の上に繰
り返し滴下乾燥して作成したモデル汚れを用いて市販の各種洗剤、クレンザー等による除
去効果や効果的な手入れの方法について検討した。
　【結果】（1）除去困難な汚れが「ある」と回答した者は半数を超えた。浴室の使用年数
や水道水中のケイ酸濃度が汚れの有無と関連があったが、特に使用年数が長い浴室ほど汚
れが発生している傾向がみられた。（２）付着物の元素分析からはカルシウムおよびケイ
素が検出された。前者は金属石ケン等の汚れと考えうれ、一般の浴室用洗剤で除去される
が、後者はクレンザー等による研磨でないと除去されない傾向がみられた。（３）浴室で
特に除去困難な汚れの主成分は、水道水成分由来のケイ酸であると推定された。（４）モ
デル系での汚れの除去効果は一般の浴室用洗剤では不十分な場合もあり、クレンザー等に
よる研磨の方が効果的であった。実際の家庭浴室においても、汚れの蓄積を防ぐには水滴
を残留させないことが好ましいが、クレンザー等による手入れを定期的に行うとよい。
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